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図形残効 ・継 時対 比 ・ウォー ミン グア ップ効果
一 大 きさ比較 にお け る3つ の現 象 と構 え
序
本論文は前の2つ の論文(米 谷,1984,1985)にひき続 き,大 きさ比較に及ぼす先行経験
の効果を扱う。前の2論文では,凝視点の左右に置かれた大 きさの異なる2円 もしくは片側





構え錯覚との発現条件を調べ,構 え図形 と検証図形の大 きさが著 しく異 なる時,初 回の検証
試行で図形残効が優勢 となるが,そ うでない ときは対比的構え錯覚が検証円の見えの大 きさ
関係を支配的に規定していることを見出した。
川口(1984)は構え図形 と検証図形の大 きさの違いを,固定構えを崩壊 させ,あ るいは,
その活動を停止させて 構え転換の 契機となる 「事態の不連続性」 のひとつとして論じてい
る。川口勇教授の指導により大阪大学人間科学部でなされナこ10年にわたる大 きさの比較過程
に関する実験的研究(Kawaguchi,1984)の中では,構 え図形 と検証図形の大 きさと形の違
いがそれぞれ事態の不連続 として分析 され,「 不連続」条件の方が 「連続」条件より検証実
験10試行中の対比的構え錯覚の生起頻度が少ない ことが確かめられている(清滝,1984;森
脇,1984)。しかしなが ら,事 態の連続性と構え.転換 との関係についてはまだよくわかって
いない。
検証実験における構え錯覚の生起頻度が少ないことが構 え錯覚のより速い減衰,す なわち,
固定構えか ら新たな構えへの速やかな転換を必ず しも意味しない。それが構 え錯覚の一時的
抑制,つ ま り固定構えの活性化の遅れを示しナこものである場合のあることは,橘高(1983)
の実験結果が示してい る通 りである。彼女の実験においては,「不連続」条件の検証実験第
1試行に殆んど生 じなかった対比的構え錯覚が第2試 行か ら増大し,第3試 行で ピークに達
し,そ れ以後,「 連続」条件で生じた構え錯覚と量 ・様相ともに変わ りのない減衰相を示し
たのである。従って,こ れまでの固定構え実験において 「事態の不連続」の効果 としてとら
えられたものは構え図形と検証図形の大 きさの違いが構え錯覚の出現を遅 らせる現象ではな
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いか と考える。本研究ではこの 「事態の不連続」の効果についての条件分析を行 う。
この効果は,構 え.実験 と検証学験の事態の断続性が,あ る心理的効果の遅延を引 き起こす
とい う点において,旧 来,学 習心理学において 「ウォー ミングアッフ。効果」 と呼ばれて研究
されて きた ものと類似の現象 と見なせ るように思われ る。しかし,学習心理学におけるウォ
ー ミングアップ効果の研究においては,例 えば,知覚運動学習が課題として被験者に与えら
れ,目標物の追従が どの程度までで きるかといった作業成績が指標 とされてい るように,分




いが,筆 者は両者とも構 えの問題として捉えることが可能ではないかと考 える。ウォーミン
グアッフ。効果とは,藤 田(1956)が「準備運動効果」 と訳し,「 休止中に被験者の作業に対
す る構え(set)が失われるために,休 止直後の成績が休止後2,3試 行目の成績より劣る」
現象と定義しているように,先 の事態における被験者の構えが後の事態に即座に発揮されな
いために生 じる現象として 理解 され る。 「事態の不連続」 の効果が構え錯覚出現,す なわ
ち,固 定構え活性化の遅れによるものであるとすれば,こ れ も上記のように定義 され るウォ
ーミングアッフ。効果のひとつとみなせよう。
それでは,固 定構え実験における検証実験第1試 行で構え実験 と不連続な事態に遭遇しナこ
被験者は,固定構えが活発化して構 え錯覚が生起するまでの間,い かなる構えに基づいて大
きさ比較をしているのだろ うか。また,ウ ォーミングア ツフ。効果 とは単に構えの消失や遅延
にすぎないのだろうか。筆者は,実験的分析に先立ち,こ れらに対する答えとして,先 の事






事態変化の際における構えの効果をこれまでわれわれは 構え錯覚を指標 として 調べて き
アこ。それは 「固定構え法」と呼ばれ る実験方法であり,次のような手続 きで行われ る。初め
に被験者に大 ききの異なる2つ の対象を繰 り返し提示して大 きさ比較を行わせ(構 え実験),
その後,大 きさの等しい対象を提示して大 きさ比較を求め(検 証実験),報告 された見えの
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大 きさ関係が構え実験で提示した2対象の大 きさ関係 と反対である場合を対比的構え錯覚,
同じである場合を同化的構え錯覚 として,被験者全体の生起頻度が求め られる。検証実験に
おいて も,試行はくり返 され,錯 覚減衰の様相が分析 される。また,構 え.実験の直前に,対
照実験として,検 証実験で提示す るものと同じ等対象が提示され,被験者に大 きさ比較を行








比較 した。 その結果は不連続事態の方がかえって大 きさ比較の精度が良 くなる傾向を示し
た。彼女 らはこれを不連続事態での定位探索機構の発動と考察している。しかし,それまで
と著しく異なる事態に直面すれば,被験者が事態の甚だしい変化に当惑し,う まくそれを捉
えることができないか もしれず,そ の様な場合は大 きさ比較の精度が悪 くなることが予想 さ
れ る。彼女 らの実験においてこれと反する結果が得 られたのは,彼 女 らが 「不連続事態」 と
して設定した条件では,事 態の不連続性が適度の事態変化として被験者に受容され,事 態の
新奇性の効果 として被験者に直面している事態をより良 く観察 させる契機となったのか もし
れない。また,彼 女 らの実験において構え錯覚が優勢に生 じた 「連続事態」条件において,
構え錯覚の生起に被験者間の大 きな個人差がみられ,こ れが弁別閾を大 きくした原因の一つ
となったことが十分推測される。この様に,従 来の構え錯覚を生じさせてその生起頻度を調
べ るとい う実験方法によってウォーミングアップ効果を分析す ることにはいくつかの間題が
あり,構 え錯覚にたよらずに大 きさ比較過程を分析す る方法の開発が要求される。
そこで,まず,従 来の恒常法による弁別閾の測定を用いて事態変化の影響を分析す る方法
を検討してみることにした。
予備実験では,大 きさ比較におけるウォー ミングアップ。効果,す なわち,構 え錯覚の遅延
をも†こらす と考えられ る 「事態の不連続」の効果の新たな実験分析法確立のための手がか り
を得 るひとつの試みとして,2つ の大 ききの異なる円をそれぞれ標準刺激とする通常の恒常





装置:北 辰 科研 工業製 自動 実験 制御装置(Hokush量nAutomaticLaboratoryControI
System;HALCS)及び同社製の電子 シャッター,キ イボー ド,1,レーボ ックス各1台,そ
して,NECPC8001パ ー ソナル コン ピュータ(32Kバ イ ト),同コン ピュータ用入 出力 ボ
ックス(PC8013),ディス クユニ ッ ト(PC80S31),8インチグ リーンデ ィスプ レイ(JB-
902M)とKodakラ ンダムアクセスフ。ロジ ェクター(RA2000)各1台 が使用 されに。
HALCSはPC8001と 電子 シ ャッター,リ レーボ ックス,キ イボー ド,ボ イスキ イ等 との
イン テ リジ ェン トイン ター フェイス(PIO内 蔵)で あ り,L-BASICとい う実 験制御用 の
OSに よって複数の入 出力機器 の時間制御や時 間計測 が きわめて容 易にプ ログラムで きるだ
けで な く,外 部入 出力用接点 はすべ て フ ォ トカフ。ラーに よって絶縁 され,コ ン ピュー タ側 に
電気 的 ノイズを送 ることのない よう配 慮 されてい る。HALCSの 認知実験へ の適用 にっいて
は嶋 田 ・米谷(1986)の報告 があ る。
提示刺激:白 いケ ン ト紙に黒い インクで中央 に凝視点,そ の左 右35mmの 所 に一 つず つ円
を描 き,そ れ をスライ ドに写 した。 原版 の円はいずれ も太 さ0.5mmの輪郭円で あ り,左 円
と右円の直径は,そ れぞれ,20mmと19皿m,20mmと19.5mm,20mmと20mm,20mmと
20.5mm,20mmと21mmの5種(小刺激群)と,40mmと38mm,40mmと39mm,40mm
と40mm,40mmと41mm,40mmと42mmの5種(大 刺激群)の 計10通りの組合せで あっ
た。 ス ライ ドは被験者 の背後 に置 かれたス ライ ドプ ロジ ェクターに よ り被験者 の前 にあ る白
い スク リーンに投影 きれ,原 版 で直 径20mm,40mmの 円がそれぞれ 被験者の位置か ら3.1
度,12.5度の視角 を張 った。
手続 き:被 験者 はスク リーンの1m手 前 にあ る椅子 に腰掛 け,膝 の上 に置 いナこキ イボー ド
のキ イを押す ことに よ り,ス ク リー ン上に提示 された2円 の うち左右 どち らの円が他 方 よ り
大 きく見 えるか,「 左」,「右」,等 ・疑 の3件 法 によ りで きるだ け素早 く答 えた。刺激は被
験者がキ イを押す まで提示 され てお り,キ イ押 し と同時に スク リーン ヒーか ら消失 した。1セ
ッシ ョンは10試行 か らな り,最 初 の5試 行(系 列A)で は小刺激群5種 が,後 半 の5試 行
(系列B)で は大刺激群5種 が ランダムに提 示 され†こ。試行間 の イン ターバルは5sで あ っ
た。毎回 の試行 では被験者 の押 したキ イの コー ドと反応時間が計測 され,各 セ ッシ ョン終 了
後一括 してデ ィスケ ッ トに書 き込まれた。1ブ ロックは5つ のセ ッシ ョンか らな り,1ブ ロ
ックが終 るまでに系列A・Bと もに5種 類の刺激が各系列 の第1試 行 か ら第5試 行 まで1回
ず つ割 り当て られ るよ うに各 セ ッシ ョン内の刺激提示順が設定 され た。予備実験 では,同 じ
日に同一 ブ ロックが8回,計40セ ッシ ョン行われ,ブ ロック終 了後,次 の ブロックに入 る前
に10分程 度の休みが とられ た。従って,系 列A・Bと もに,5種 類 の刺 激が第1試 行 か ら第
5試行 までそれぞれ8回 ずつ提示 された ことに なる。
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結 果
実験結果の分析は,こ こでは 刺激が それまでの2倍 の大 ききを持つ ものに 変化しナこ系列
Bの みについて行 う。系列Bを 左に標準円,右 に比較円を提示して標準円の主観的等価点
(PSE)を測定す る恒常法の試行系列とみなして,第1試 行から第5試 行までのそれぞれの





試行で弁別の精度が悪 く,第4試 行以後良 くなる傾向を示している。反応時間については,
必ずしも左右2円 の直径差が小 さくなる程大 きくなってはいないが,5つ の刺激に対す る反
応時間の平均値は第1試 行ではそれ以降の試行よりも大 きき比較に時間がかかる傾向のある
ことを示している。この様に,予備実験の結果は清滝(1983)の結果に反し,大 きさ変化直
後に大 きさ比較の精度が落ち,反応時間も長 くなる傾向を示した。これは,事態変化が大 き
さ比較を困難にする場合のあることを示唆している。





るだけ素早 く判断するよう求められていたにもかかわ らず,正 確さを重視 して,比較対象間
の大 きさの差が小さい時にはよく見 ようとしていたのか もしれない,と い うことである。
表1予 備実験系列Bにおける上弁別閾(Lu)と各刺激に対する反応時間(RT)































































本実験においては,以 下の理由か ら,弁別閾測定をせずに,反応時間を指標 として大 きさ
比較過程を分析することにした。 もし,弁別闘値の信頼性を上げようとするには,多 数の被
験者について非常に多くのセッシ ョンを行 う必要があり,比較対象の大 きさの差異をより小
さくしなければならない。これらの条件を満足するような実験を遂行することには研究の経




の困難 さを代表 させ るに足 る妥当な尺度であるか どうかが問題 となる。特に,「 できるだけ
素早 く判断する」 とい う反応時間測定のための教示に代えて 「できるだけ正確に」 とい う弁
別の精度測定のための教示をした時に,反 応時間が他より長い条件では弁別の精度も他に比
べ劣ってい ることが反応時間解釈の際の前提となる。そこで,本実験に入 る前に,更 に,反
応時間と弁別閾との関係についてい くつかの予備的調査が行われ,弁 別閾が 大 きい程,ま
た,比較刺激が標準刺激のPSEに 近い程反応時間が長 くなる傾向のあることが確かめ られ
た(米 谷 ・嶋田,1986)。
本実験を始めるにあたり,事 態の不連続場面において反応時間が 連続的場面 より長 くな
る,とい う仮説を立てた。つまり,先行刺激に代わって,そ れとは大 きさの著 しく異なる刺
激が提示された初回の試行において,反応時間は長 く,試行が繰 り返 されていくにしナこがっ
て短 くなってい くとい う作業仮説のもとに条件吟味を開始し忙のである。
実験1で は 先行系列における試行数を変化 させて後の 系列における反応時間の変動を調
べ,先 行刺激の提示回数 とウォー ミングアップ効果 との関係を検討した。
方 法
被験者:成 人女子1名 。実験1に 参加した被験者はそれまで心理学実験を経験 しにことが
なかった。
装置:APPLEIIlplusコンピュータ(64Kバ イ ト,dlskdr三ve2台,ゲームパ ドル2
台)と14インチカラーCRTデ ィスプレイ。
提示刺激:APPLEの横 ×縦=21.5cm×15.5cmのカラーモニター上に280ドット×192ド
ッ ト(1ド ット0.80mm×0.82mm)の高密度グラフィックモー ドで刺激を発生 させ泥。モ
ニターのほぼ中央にあたるグラフィック画面上の座標(130,96)の位置に凝視点,そ の左
















乱1ド ッ トは 縦 横0 .83mmxO.80mm。
右50ドッ トの 位置にそれぞれ上下に2点 を 同時に提示した。 各点 とも青色に見えた。系列
A・Bの 刺激として提示された左右の上下2点 の間隔は表2の通 り。
手続き:被験者は,APPLEとモニターの置かれ7こテーブルの前の椅子に座 り,2つのゲ
ームパ ドルを両手に握 り,約50m前方におかれアこモニター画面に出る凝視点を中心視し,凝
視点の左右に出る2対の上下2点 の間隔を比べて,間 隔がより大 きい方の側の手にあるゲー
ムパ ドルの押 しボタンを判断で き次第できるだけ早 く押 した。刺激はボタン押しと同時に画
面か ら消えた。刺激が画面か ら消えてから次の刺激が提示されるまでのインターバルは1s
で,1つ のセッションでは12の刺激が提示 された。刺激提示の際には提示開始か らボタン押
しまでの経過時間(SOA)が計測 され,実 験の最後にデ ィスケッ トに書 き出されアこ。SOA
が3sを 越えていた場合 と ミス反応の際には ボタン押しと同時にブザー(コ ン ピュータの
BEEP音,持続時間約0.5s)がな り,そ のセ ッシ ョンの最初の刺激から再び刺激提示がな
された。
1っのセッシ ョンは2つ の系列(系 列A・B)か らなり,系列Aの 試行数が1回 か ら7回
まで7通 りの実験条件が設けられた(従 って,系列Bも それに応 じて試行数が11回か ら5回
まで変化した)。
刺激提示順序は,予 備実験に準じて,6セ ッションを1ブPッ クとし',ひとつのブロック




実験1～ 皿では,実 験手続 きはすべてプログラムに書かれ,コ ンピュータが自動的に実験
を進め,実験者は立ち会わなかった。心理学実験自動化の1例 として,条 件6(系 列Aの 提
示回数6回)の プ ログラム リス トを表3に 掲げてお く。
プログラムについて説明を加える。10行まで反応時間(RT),セ ッシ。ン各試行で提示
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され る刺激(C),及 び,左 右 の上下2点 問 の距離(A,B)の ための配 列変数が と られて
い る。20行のSは 試行間 の イン ターバル,23行の12は 系列Aの 試行数(こ こで は6),25
行 のD1,D2は 左右 の2点 それぞれの凝視点 か らの水平距離であ る。26行のEOは データ
の番号で,実 験を始 め る前に予め入力 してお く,31,32行はそれぞれ系列A,Bの 左右上下
2点問 の距離の データが対に して並べ られてお り,50～70行でそれ らを配列A,Bに 格 納す
る。75～90行}ま第1セ ッシ ョンか ら第30セッシ ョンまでの第1試 行 か ら第12試行 までに提示
され る刺 激の番号 を配 列Cに 格 納す るフ.ログラムで ある。提示順 は2001～2030行にDATA
文 で書 かれてい る。 ここでの1か ら6ま で の数字 は31,32行で読 み込 まれ た左右 の上下2点
の距離 の対 に対応 してお り,1は 系列Aで は(15,20),系列Bで は(30,40),2は 系列
Aで は(25,20),系列Bで は(50,40)のことを指 す。 系列A・Bは120,121行で,23,
24行にお いて予 め設 定 された11に 応 じて切 り換 え られ る。97～195行までが 主 プ ログ ラム
で,122～125行では ミス反応 の際,1140行か らのサ ブル ーチンでBEEP音 を発生 させ る忙
め のフラグ(P)が 設定 きれ る。196～290行までは実験終 了後反応時 間 と提示刺激 の番号 を
デ ィスケ ッ トに書 き込む プ ログラムである。1000～1040行に示 す ように,FOR-NEXTル ー
プを回す ことで一定 の時 間刺 激が画面 に提 示 されてい るよ うに した。1010行の よ うに,こ の
サ ブル ーチ ンの場合,1sが730回 のFOR-NEXTル ープに相当す るよ うにな ってい るが,
730とい う回数は100回以上 の計測結果 に基 づいて決め られた。1050～1130行は刺激が提示 き
れ てか らどち らかのパ ドルのボ タン押 しが なされ るまでの時間を計測 し,ミ ス反応 の場合 に
はBEEP音 を鳴 らして再び その セ ッシ ョンの第1試 行か ら刺激提示 をや り直す ためのサブ
ル ーチンで ある。APPLEIIに おいては 一16287,一16286番地の メモ リーには それ ぞれパ ド
ル1,2に ついての情報が入 ってお り,ど ち らか のパ ドルのボ タンを押 す と,そ のパ ドルに
対応 したメモ リーの値が ユ0進数で ユ27を超 えるよ うになってい る。 ユ070,1075行は その番
地 のメモ リーの状態 を調べ て,ボ タンが押 きれてい るかを調べ るナこめのプ ログラムである。
1111～1116行で は ミス反応 の処理,1124行はSOAが3sを 超 えて ボタンが押 され忙場合 の
処理が書かれて ある。いずれ もBEEP音 を鳴 らし,提 示 されてい る刺激 を消 し,110～190
行 まで のFOR-NEXTル ープを1=1か ら改 めて繰 り返 きせ るよ うにプ ログ ラムきれてい
る。1120行に示す よ うに,反 応時 間計 測のた めのFOR-NEXTル ープは1回 が約1/30sか
か る。1140～1480行まではAPPLEIIの ハ イ リゾ リュー シ ョングラフ ィックスモー ドで
CRT画 面上 に左右 に並 んだ上 下2点 を発 生 させ るためのサ ブル ーチンである。2001～2030
行 はそれぞれの行 がひ とつの セ ッシ ョンの 第1試 行 か ら 第12試行までの 提示刺 激の番 号を
DATA文 に して並べ ナこもので,こ れ は実験1～ 皿のすべ ての条 件に共通 であ る。
もし このプ ログラムに書かれて ある実験制御 を従来 の タキス トコープを用 い,手 差 しで刺
激 をセ ッ トし,ボ イスキ イに よって反 応時間を計測 し,デ ジタル タイマーに表示 きれ た時間
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を読んでデータシー トに書 き込む というし方で行おうとすれば,最 低4人 の実験補助が必要




なっている。表3の ような短 く単純なフ。ログラムでも汎用性が大 きく,かなり複雑な実験制
御が可能であること,更 に,プ ログラムをそのまま実験の手続 きや条件の記述に用いること
がで きる,計測結果をデ ィスケッ トに記録してそのままデータ処理が行える,等の利点があ
るので,今 後一層知覚実験等に利用きれるであろう。また,パ ソコンの普及は知覚心理学の







5年の間のパソコンの登場,成 長,普 及は驚 くばかりのものであり,こ ういった技術の進歩
が筆者の研究にも多大の影響を与え.ている。
結 果
ここではすべての条件に共通している系列Bの 第1試 行か ら第5試 行までの反応時間を分
析す る。各条件について試行 ごとに6種 類の刺激のそれぞれについて計測された5つ の反応
時間の中央値を求め,更 に左右の2点 間距離の差の等しい刺激の反応時間の平均をとって,
それを指標 とする。2点 聞距離の差が10ドットである(左 の2点 の問隔,右 の2点 の間隔
[単位 ドッ ト]=)(30,40)と(50,40),6ドッ トである(34,40)と(42,40),2ドッ
トである(38,40),(42,40)の3組それぞれに対す る平均反応時間を,以 後,MR10,
MR6,MR2,こ れ らをまとめてMRと 呼ぶことにする。これ らの第1試 行か ら第5試 行
までの変動を巨視的に分析するための数量化の試みとして,各 条件について,試 行回数をX
軸,MRをY軸 にとって2次 元平面上にフ。ロットした点に対する回帰直線の式を最小2乗 法
によって求めた。 そして,条 件1の 系列Bの 第6試 行から第11試行 までのMRを ベースラ
イン(MR10,MR6,MR2そ れぞれ12.0,12.3,17.3s)とした時,回 帰直線がベース
ラインを切る時のXの値(X。)を算出した,MR10,MR6,MR2そ れぞれの,系列Aの
試行回数が1(条 件1)か ら7(条 件7)ま での各条件における,系列Bの 第1試 行か ら第
5試行までのMR,及 び,回帰直線の傾 き(A),Y切片(B),X。を表4-6に掲げる。傾
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aベ ー ス ライ ンY=12.0の 時 のXの 値






















































aベ ー ス ライ ンY=12.3の 時 のXの 値

























































aベ ー ス ラ インY=17.3の 時 のXの 値
向が もっ ともよ く現れてい るMR6に つい て,条 件1・2,3・4,5・6を それ ぞれ平均
し,縦 軸 にMR,横 軸 に試行 を とって折 れ線 グラフを描 いた ものが図 ユで ある。
これ らの表か ら次 の ことが わか る。
1.一 般 に,MR10,MR6,MR2の 順にMRが 大 きい。つ ま り,左 右 の2点 間距離 の
差が小 さい ほ ど,比 較 ・判断 に時間 を要 してい る。 これ は,先 に行 ったパ ソコン実 験(米 谷
・嶋田,1985)と同様,比 較が困難 な程,反 応時 間が長 くなるこ とを示唆 している。












































図1系 列Aの試行回数(横軸)と 系列Bで の反応時間(縦軸)の 関係
2.全 体的に,MRは 初回の試行でベースラインを上回 り,その後,試 行 とともに減少す
る傾向がある。 この傾向は左右2点 間距離の差が 小 さい時には顕著であり,減 少の度合 も





して,そ の事態が反復されることによって,不連続性が解消し,反 応時間が次第に短 くなり
ベースラインに近づいてい く。 ウォー ミングアップ効果は先行系列の1回 だけの試行によっ




実験1で はウォー ミングアップ効果をひ き起こすために先行系列と後の系列の提示刺激の
大 きさを変化させた。事態の不連続性 としてわれわれがこれまで扱って きた ものは,先 と後
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の系列における提示刺激の 大 きさの違いの他に提示刺激の形の違い(森 脇,1984)がある
が,形 だけの違いによっては初回の検証試行において明 らかな構え錯覚の抑制効果をとらえ
ることがで きなかった。実験Eで は2次元平面上の提示図形 どうしの大 きさ比較において重
要な役割を果していると考えられ る提示図形問の距離の変化と大 きさ変化の2つ の要因につ
いて組織的な実験を行い,総 合的に検討した。
方 法
被験者 ・装置:実 験1と 同じ。
提示刺激:実 験 五で提示した左右の上下2点 の間隔の組合せは表7の 通 り。系列Aに おい
ては大 ききが大,中,小 の3通 り,まナこ図形の間隔は大間隔(120ドッ ト),中間隔(80ドッ
ト),小間隔(40ドッ ト)の3通 り,計9種 類の刺激群のうちひとつが提示され,系 列Bに






の条件の結果を調べたところ,全 体的に系列Bの 第1試 行で反応時間がベースラインを上回
り,その後減少する傾向が認め られナこ。しかしなが ら,減少のし方は条件ごとにかなり異な
った様相を呈していた。実験1の 結果が示しているように,ウ ォーミングアッフo効果を系列
Bの第1試 行における反応時聞のベースラィンか らの鰍 二りと,その後の反応時間減少の速
さの2つ の側面からとらえることができる。そこで,実 験1で 算定しナこような回帰直線の式
に基づいて条件間の比較を行 うことにした。従って以下の分析は,ウ ォーミングアッフ。効果
の強 さが回帰直線のY切片の値の大 きさとして,ま たその効果の持続性が傾 き(負の値)と
して抽出で きる,とい う仮説を前提としている。
系列Bの 第1試 行から第6試 行まで反応時間について実験1と 同様のし方でMRを 求め,




















a1ド ッ トの 縦 横 の長 さは それ ぞ れ0.83mm,,0.80mmであ る。
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それから回帰直線の式を算出した。各条件の回帰直線の式(Y-AX+B)の傾 き(A)の 絶
対値,Y切 片(B)を ヒス トグラムにしたものをそれぞれ図2,図3に 示す。
図2を 見てみよう。MR10,MR6と 比べてMR2に 条件間の差がよく見られるので,
MR2を もとに条件を比較する。ベースラィンである中距離 ・申刺激条件のMR2の 値を上
回っている条件は,小 刺激では小間隔と申間隔の条件であ り,中刺激では大間隔の条件,大
刺激では中間隔 と大間隔の条件である。小刺激の場合,MR2が 図形の間隔が狭い程大 きな
値 となっているのに対し,大刺激の場合は小間隔条件でMR2が 最小である。
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であるので,回 帰直線の傾 きが負の値 とならなかった小刺激 ・大間隔条件におけるMR6,
中刺激 ・小 問隔条件におけるMR6,大 刺激 ・小問隔条件におけるMR2は 除外した。ちな
みにそれ らの回帰直線の傾 きはそれぞれ0.57,0.16,0.74である。これ ら図3で 除外 きれ
たMRが ベースラィンを上回っておらず,ウ ォーミングアップ効果の生じなかった条件 と言
うことがで きる。図2と 同様,図3に おいて も条件差がMR2に おいて最 もよく現れてい る
のでこれをもとに 条件を比較す る。 減少速度は大刺激 ・大問隔条件が最 も速 く,次 が大刺
激 ・中聞隔条件である。小刺激の場合,図 形間隔による違いはあまりみ られず,い ずれも減
少速度が大刺激 ・申間隔条件の1/2程度である。中刺激 ・大間隔条件の場合MR2の 値は非
常に小 さく,かえってMR10,MR6の方が大 きい。
以上のことから,次のことが言えよう。
1.大 きさ変化はそれだけでウォー ミングアップ効果をひ き起 こす。
2.大 から小への大 きさ変化の方が小か ら大への大 きさ変化より事態変化の直後に強いウォ
ー ミングアップ効果を生む。しかし,前 者の方が後者よりウォー ミングアッフ。効果の消失
が強い。
3.比 較図形の間隔の変化はそれだけではウォー ミングアップ。効果をひ き起 こさない。
4.図 形間隔の変化は,前 後の系列で大 きさに変化がある時は,ウ ォー ミングアップ。効果を
より強める。しかし,こ の2つ の要因の促進作用は大 きさ変化の方向により異なる。小か
ら大への大 きさ変化の場合,小 か ら大への間隔変化の方が大から小への間隔変化の場合よ




大 きき比較において事態の不連続性となると考えられるものは,こ れまで分析 された図形
の形や大 きさの違い,図形の間隔の違いの他に,比 較対象間の大 きさ関係の違いがある。例
えば,差 の大 きな対象 どうしの大 きさ比較をしば らく繰 り返した直後に,差 のごく僅かな対
象 どうしの大 きさ比較をす る場合,ウ ォー ミングアップ効果が生じないだろうか。実験皿で
はこのような比較の難易度の変化とウォーミングアップ効果 との関係を調べた。







装置 ・手続き:実 験1と 同じ。
提示刺激:実 験皿の各条件で提示した左右の上下2点 の問隔の組合せは表8の 通 り。
結 果
ここでは各条件の右大(各 系列3つ)に ついて各被験者の系列Bの 初めの4試行における
反応時問を分析す る。
条 件1





















































































































交互作用について は,試 行 ×刺 激(F(10,432)=2.78,p<.01),刺激 ×被験者(F(14,432)
=9.07,p<.01)が有 意な ことがわか った。
試行 ご とに反応時間 の平均 を とると,第1試 行 よ り順に.70,.68,.71,.62,.59,.68
(s)であ り,t検 定 の結果,第1試 行 と第4・5試 行 との間,第2試 行 と第4・5試 行 との
聞,第3試 行 と第4・5試 行 との間,第4試 行 と第6試 行 との間,第5試 行 と第6試 行 との
間 の平均値 の差が危険率5%で 有意 であ ることが わか った。
刺激 ご とに反応時 間の平均 を とると,30vs40,34vs40,38vs40の順に.53,.57,
.90(s)であ り,t検 定 の結果,こ れ ら全て の間 の平均値 の差が危険率 の5%で 有意 であ る
ことが わか っナこ。
各刺激 について縦軸 に反応時 間の平均,横 軸に試行 を とって描い た折れ線 グ ラフを図4に
示す 。図の ように,38vs40の刺 激についてのみ試行 ごとに反応時間 の変動が見 られ る。
条 件2
分散分析 の結果,条 件2の 系列Bに お ける反応時間 の変動 は,刺 激間(F(2,432)一4・63,
P<.01),被験 者間(F(7,432)=37.08,P<.01)が有意で あ り,交 互作 用についてはいず
れ も有意では ない ことが わかっ忙。
刺激 ご とに反応時 間の平 均を とると,30vs40,34vs40,38vs40の順 に ・46,・45,
.48(s)であ り,t検 定 の結果,38vs40と30vs40,34vs40との間の平均値 の差が危
険率5%で 有意 であ ることがわか っアこ。
条 件3
分散分析 の結果,条 件3の 系列Bに お ける反応 時間の変動は,刺 激聞(F(2,432)=97.93,
P<.01),被験 者間(F(7,432)=21.29,P<・01),交互作 用については,刺 激 ×被験者(F
(14,432)=7.72,P<.01),試行 ×刺激 ×被験者(F(70,432)=1・49,P<・05)が有 意な こ
とが わか った。
刺激 ごとに反応時間 の平均 を とると,30vs40,34vs40,38vs40の順に.53,・57,
.85(s)であ り,t検 定 の結果,こ れ ら全て の間 の平均値 の差 が危 険率5%で 有 意であ るこ
とがわか った。また,条 件 ユと条件3の38vs40に ついての反応 時間の平均 値の差 も危 険
率5%で 有意 とな ってい る。
試行 と刺激 の関係の個人差を示す典型例 として図4と 図5を 掲げてお く。
これ らの結果か ら次 の ことが 言えよ う。
1.ウ ォー ミン グアップ。効果は比較 対象間 の大 きさの違いが大 きい場合,著 しい大 きき変化
が ある条件で も,生 じない場 合が あ る(条 件2)。






































図5系 列Bに おける反応時間の変化(被験者Bの 例)
6
が殆どな くて も,後の系列で比較対象間の大 きさの違いの僅かなものが提示 された際にウ
ォー ミングアップ効果がみ られる(条件3のMR2)。
3.ウ ォー ミングアップ効果には個人差がみ られる(条 件3)。被験者によっては,系 列交







付ける。ここで実験1一 皿の結果をまとめ,ウ ォー ミングアップ効果の規定要因と,その基
盤 となる心理学的メカニズムについて一考察を加えてみよう。
大 きさ比較におけるウォー ミングアップ効果は不連続な2つ の系列が引 き続いてなされる
事態において生じ,それは系列交替直後の2～3試 行において反応時間がベースラインより
長 くなる現象として 捉えることがで きる。 この効果は1回 の先行試行によって も生じ,特
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に,大 きさの差の僅かな対象の比較の際によく現れる。 この効果は,比 較対象間の大 きさの
差が一方の25%の時は先行試行が4回 以下では認められず,40%以上の時は6回 の先行試行
の後で も生じない。これは,ウ ォー ミングアップ効果が先行系列の試行反復によって強 めら
れ,安 定した持続性のあるものになることを示 している。
本実験か ら,前後の系列で提示 きれ る比較刺激の全体的な大 ききの変化 と大 きさ差の変化
がウォー ミングアップ効果をひき起 こす要因となることがわかった。また,比 較対象間の距
離の変化はそれだけでは この効果をひき起 こさないが,大 きさ変化のある事態でそれを強め
る働 きをすることもわかった。比較対象が ともに大 きくなるにつれて弁別閾 も大 きくなるこ
とはWeber・Fechnerの法則として知 られている通 りである。まアこ,比較対象間の距離が
大 きくなると弁別閾が大 きくなることも以前か ら知 られている(天野,1944)。弁別閾の上
昇は比較がより難し くなることを意味する。従って,本実験の結果か ら,大 きさ比較におけ
るウォー ミングアップ効果は一般に比較の易しい課題か ら難しい課題へ と移行 した際によく
生じる,と結論することができよう。但し,実 験Hに おいて提示刺激を大間隔の大刺激か ら
中間隔の中刺激に交替した際や小間隔の小刺激か ら中間隔の中刺激に交替し忙際に,強 い効
果がみられたことから,提示図形全体の縮小や拡大 もウォー ミングアッフ。効果をひ き起 こす
要因のひとつと考えられる。
ところで,ウ ォー ミングアップ効果の消失を示す系列Bで の反応時間の変化は何を意味す
るのであろうか。次に,こ れについて構え.の観点か ら一考察を試みる。
ウォー ミングアップ効果は先行系列で被験者に固定 されナこ構えによるものである。しかし,
ウォー ミングアッフo効果をひ き起こす ものは,先行刺激の左右の大 きき関係ではない。従っ
て,継 時対比,す なわち,対 比的構え錯 覚を生じさせる固定構えとは別のものである。それ
は大 きさ比較の根底となる大 ききの知覚を成立 させ るための視線の方向や,注 意の範囲,刺
激までの距離等についての構えであり,これ もまナこ先行系列における試行 の反復によって固
定 され,次 の試行系列への被験者の対処のし方を用意し,方 向づける。
ウォー ミングアップ効果の消失の過程は後行系列における試行反復を通 して事態にょり適
切な構えへの交替がなされてい く過程である。新たな構えを基盤 とすることにより視知覚的
大 きき比較が正確かつ速やかにで きるようになる。 この構え転換の過程においては,新 たな
構えを構築す るナこめに,事 態の様々な徴標が調べ直 され,そ れまで構えていアこものと照合 さ
れ,違 うものは修正 きれる。このような所謂探索の基盤 となるもの もひとつの構えである。
それは,事態の急激な変化が生じて,構 え錯覚をひき起 こすサイバネティカルな微調節機構
では間に合わないような場合に発動し,被験者の事態への適応を推進 させ るものである。し
かし,この探索機構の動作中は反応までに比較的長い時間を要 し,精神疲労度 も大 きい。そ
れ故,事 態が連続的なものに変化すると,この機構はナこだちに停止して構え錯覚を生じさせ
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る滑らかな自動調節機構へ と制御を渡す。
視知覚的大 きさ比較においては,比 較対象が何処にあ り,どの程度離れ,視野のどの くら
いの範囲を占め,そ れらの大 きさ関係を把握するのに注視をどの程度の時間をかけ,ど れく
らい精神集中することが必要かが重要な情報 となる。同じ事態の反復はこれらの情報をその
場,そ の場で取 り入れる活動を抑制し,そ れによってより素早 く,よ り 「楽に」大 きさ比較




かった先行系列 と後の系列とで大 きさの著 しい変化のある場合の うち,大 から小への変化の
際には図形残効が 構え錯覚を凌いで現れたが,小 から大へ の変化の際には錯覚が生じなか
った。これは本実験の知見に基づいて次のように推察するこ.とがで きる。前者では大 きさ関
係に対する固定構えは発動しなかったが,比 較の容易な 課題であったために大 きさ知覚が
成立し,後者では大 きさ比較 自体が成立しなかっアこためであろ う。彼女の結果は,図形残効
が,前 後左右の大 きさの分脈性を踏まえて生じる継時対比とは異なった処理水準の結果であ
り,固定構えの作動しない状況において被験者の大 きき知覚を規定することがあることを示
した ものである。とはいえ,図形残効 も被験者がウォー ミングアップ効果が生じるような構
えに基づいて大 きさ比較を遂行しアこ際に,大 きき関係の知覚上の歪み として実験者によって
捉 えられるものであり,構えの問題を抜 きにしては論ずることはで きないと考える。
反応時間の測定,及 び事態変化の技法による構えの分析は緒についたばか りである。以上
の論議を,今 後,更 なる実験的研究によって支え,深 めてい く必要があることは言 うまでも
ない。
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FIGURALAFTER-EFFECT,SUCCESSIVECO.NTRAST
ANDTHEWARMING-UPEFFECT:THREEPHENOMENA
ANDTHESETINSIZECOMPARISONS
KiyoshiMAIYA
Therepetitivepresentationofdifferent-sizedfiguresoneithersideofthefixatio丘
pointdistortsthesubsequentperceptionoftheleftvs.rightsizerelationshipbetween
same-sizedfigureswhichare.exposedin‡hesamelocations.Previousstudiesindicated
thatthisperceptualdistortio且includesbothaIocalizedfiguralafter-effectanda
successiveco且trasteffect(i.e.,setillusion).Moreover,thedistortioncanbeattributed
primarilytothelat士ereffect,exceptwhenthesubsequentfiguresaremuchsmaller
thalltheprecedlngoエ1es.Asizediscrepancybetweentheprecedingandthe
subsequentfiguresisassumedtodelaytheactivationofthesetfixedduringexposure
totheprecedi亘gfigures.Thepurposeofthisstudywastqinvestigatetheeffectiveness
ofsizedlscrepanciesindelayingtheactivationofthefixedset,aphenomenon
whichmaybecalledthe`Warmi且g-UpEffect'.Inordertoanalyzetheprocessof
sizecompar三sonunderconditionsinwhichtherewasagreatsizediscrepancy
betweentheprecedingandthesubsequentfigures,differencethresholdsandreactio且
timesweremeasured(rathertha亘contrastillusions,whichseldomoccurunder
theseco丘ditions).
Apreliminaryexperimentexaminedtheinfluenceofadrasticsizechangeupon
thedifferencethresholdalldco且firmedthatadrasticsizechangeproducesa
deteriorationinsizecomparisons,both五皿accuracyandinspeed,duringthefirst
twotrialsofthesubseque且sseries.ExperimentsI-IIIwereconductedwithanApple
IIcomputerwhichgeneratedthestimuliandmeasuredandrecordedthereaction
times.Intheseexperiments,eachsessioncons圭stedoftwoseries.Afteroneto
seventrialsoftheprecedingseries,thesubjectswereaskedtocompareanew
ser三esoffigureswhoseaveragesize,averagedistancefromthefixationpoint,or
degreeofdifferencebetween士herightandIeftfigureswasgreatlydifferentfrom
thoseof.theformerseries.TheresultsofExperimentsI-IIIcanbesummarizedas
follows.Aftermorethanfivetrialsoftheprecedingseries,sizecomparisonperformance
inthesubsequentseriestemporarilydeterioratedinaccuracyandspeed.Thus,during
thefirsttwotrialsthedifferencethresholdwaslargerthanthebaselineandthe
reactiontimelongerthanthat.Achange三nthedistancebetweenthefigureswas
notsufficienttocausesuchawaming-upeffect,butitaugmentedtheeffectwhen
therewasachangeinaveragesizebetweentheprecedhlga丑dthesubsequent
'
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figures.
Itissuggestedthatnotonlythesetforleftvs.rightsizerelationsh量psbetween
figurestobecompared,butalsothesetforwholisticcharacteristicsofthefigures
subsequentlyinfluencessizecomparisonperformance.Theexperimelltalconditio夏s
inwhichresultsconflictedwithpred圭ct量onsfromsettheoryandfromthetheoryof
localizedfiguralafter-effectswerecollfirmedtobesituationsinwhichtherewasa
largediscrepancyinthesizeofthefiguresorinwh量chthedifficultyofasize
comparisonbetweentheprecedingandthesubsequentsituationsdelayedtheoccu-
rrenceofasuccesslvecontrast.Moreover,thefu皿ctionandthefundamentalmecha一
且ismofthewarming-upeffectarediscussedfro血thestandpointofsettheory.
